
高田高校同窓会報（第20号）（1）平成26年10月31日

第20号
平成26年10月31日

発行
大分県立

高田高等学校同窓会
印刷所  ㈲宗印刷所

空手

　
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、本
校
教
育
活
動

に
対
し
ま
し
て
多
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。皆
様
の
ご
支
援

の
お
か
げ
で
、他
校
に
負
け
な
い
充
実
し
た

教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。生
徒

た
ち
は
、学
習
活
動
、部
活
動
、生
徒
会
活

動
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、目
標
に
向
か
っ
て

生
き
生
き
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、就
職
内

定
率
１
０
０
％
、進
学
に
つ
い
て
も
国
公
立

大
、私
大
、短
大
、専
門
学
校
す
べ
て
に
お
い

て
、多
く
の
生
徒
が
第
１
・
２
志
望
で
進
路

希
望
を
達
成
し
ま
し
た
。部
活
動
に
お
い
て

も
カ
ヌ
ー
、水
泳
、少
林
寺
拳
法
、将
棋
、放

送
、吟
詠
で
全
国
大
会
出
場
、空
手
、柔
道

で
九
州
大
会
出
場
な
ど
、生
徒
の
活
躍
が

目
立
つ
１
年
で
し
た
。

　
本
校
は
、生
徒
一
人
一
人
を
大
切
に
し
た

指
導
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
お
り
、生
徒
が
伸

び
る
学
校
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。本

年
度
は
学
校
の
重
点
目
標
と
し
て
、「
①
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
充
実
に
よ
る
授
業
改

善
の
推
進
、②
主
体
的
学
習
態
度
の
育
成
、

③
他
者
を
思
い
や
り
認
め
合
う
心
や
、友

人
同
士
互
い
に
高
め
合
う
心
な
ど
、豊
か

な
人
間
性
の
育
成
、④
体
力
と
活
力
の
向

上
、⑤
中
学
生
へ
の
広
報
活
動
の
充
実
」の

５
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。知
・
徳
・
体
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
、何
事
に
も
活
き
活
き
と
取
り

組
む
生
徒
を
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
高
校
時
代
は
、夢
を
育
み
、そ
の
実
現
に

向
け
土
台
を
作
り
、進
路
を
決
定
す
る
大

変
重
要
な
時
期
で
す
。生
徒
た
ち
は
、多
く

の
こ
と
を
学
び
体
験
す
る
こ
と
で
、将
来
に

渡
っ
て
生
き
抜
く
力
を
身
に
付
け
ま
す
。生

徒
達
に
は
、自
分
の
可
能
性
を
信
じ
、夢
を

持
ち
、志
を
た
て
、幾
多
の
壁
に
ぶ
つ
か
ろ

う
と
も
、あ
き
ら
め
な
い
で
頑
張
り
抜
い
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。教
職
員
一
同
、子

ど
も
達
の
夢
の
実
現
に
向
け
、労
を
惜
し

ま
ず
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、今
後
と
も
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、本
年
６
月
７
日
の
同
窓
会
総

会
、２
月
９
日
の
関
西
同
窓
会
、６
月
15
日

の
在
京
同
窓
会
で
は
、大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。皆
様
の
母
校
に
対
す
る
思
い
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
、ま
た
皆
様
方
か
ら
た
く

さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
頂
き
ま
し
た
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
同
窓
会
会
員
の
皆
さ
ま
、又
同
窓
会
賛

助
会
員
の
皆
さ
ま
、ご
健
勝
に
て
日
々
ご

活
躍
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。又
、

平
素
よ
り
高
田
高
校
同
窓
会
並
び
に
母
校

高
田
高
校
に
対
す
る
暖
か
い
ご
支
援
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
桑
原
重
信
前
同
窓
会
長
様
の
後
を
受
け

ま
し
て
三
年
目
に
成
り
ま
し
た
。前
会
長

様
は
同
窓
会
の
充
実
に
努
力
さ
れ
、今
は

顧
問
と
し
て
応
援
し
て
戴
い
て
い
ま
す
。更

に
歴
代
会
長
の
長
年
に
渡
る
ご
尽
力
の
お

陰
を
も
ち
ま
し
て
同
窓
会
活
動
も
順
調
に

航
海
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、在
京（
関
東
）高
田
高
校
同
窓
会
・

会
長
の
羽
矢
様
が
今
年
度
退
任
さ
れ
、新

た
に
橋
本
和
生
会
長
に
交
代
さ
れ
ま
し

た
。佐
伯
様
に
は
関
西
支
部
総
会
の
度
毎

に
ご
協
力
、ご
指
導
を
受
け
大
変
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
、特
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
こ
と

は
高
田
高
校
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
の
阿
部
秀
幸

様
が
旧
コ
ー
ト
を
県
内
の
公
立
高
校
で
初

の
砂
入
り
人
工
芝
コ
ー
ト
に
全
面
改
装
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。同
窓
会
を
代
表
し
て

並
々
な
ら
ぬ
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
次
に
、例
年
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、本
部

同
窓
会
活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。①
同
窓
会
会
報
20
号
の
発
行（
今
回
よ

り
広
告
掲
載
）②
先
輩
に
よ
る
里
帰
り
講

演
会
③
入
学
希
望
者
増
員
対
策（
県
教
委

へ
の
陳
情
等
）④
同
窓
会
各
支
部
と
の
連
携

（
支
部
総
会
出
席
・ホ
ー
ム
ペー
ジ
の
充
実
）

⑤
母
校
よ
り
の
要
望
の
充
実（
同
窓
会
奨

学
金
・
体
育
文
化
活
動
の
助
成
・
広
報
活

動
へ
の
助
成
等
）⑥
学
校
行
事
へ
の
参
加

（
公
開
授
業
参
観
・
入
学
式
・
卒
業
式
・
同

窓
会
入
会
式
・
青
鷹
祭
等
）⑦
そ
の
他（
同

窓
会
名
簿
確
認
作
業
・
各
期
幹
事
再
確
認

登
録
・
本
部
同
窓
会
総
会
の
充
実
・
市
行

政
と
の
連
携
強
化
等
）以
上
。

　
末
筆
に
は
成
り
ま
し
た
が
、皆
様
方
の

益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
、年
会
費
を
一
口

１
，０
０
０
円
以
上
の
ご
支
援
、ご
協
力
を

《
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
》お
願
い
致
し
ま

し
て
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　※

尚
、本
部
同
窓
会
総
会
並
び
に
懇
親

会
は
毎
年
六
月
の
第
二
土
曜
日
の
予
定
で

す
。機
会
が
あ
れ
ば
是
非
出
席
し
て
下
さ

い
。

活
力
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
学
校
を
目
指
し
て

同
窓
会
20
号
会
報
に
寄
せ
て

同
窓
会
長（

14
期
生
）

永
松
　
康
士

校
　
長岩武

　
茂
代

高田高校空手道部
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在
京
同
窓
会
を
６
月
15
日
（
日
）

に
皇
居
傍
の
如
水
会
館
で
１
５
４
名

が
参
加
し
開
催
し
ま
し
た
。
高
田
か

ら
は
、
岩
武
茂
代
校
長
先
生
、
永
松

康
士
同
窓
会
長
、
永
松
博
文
市
長
、

加
祐
智
子
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
他
の
皆
様
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
商
工
会
議
所
青

年
部
の
メ
ン
バ
ー
９
名
も
参
加
さ

れ
、
在
京
Ｏ
Ｂ
と
交
流
を
深
め
、
豊

後
高
田
市
発
展
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
意
見
聴
取
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
総
会
で
は
羽
矢
会
長
か
ら
挨
拶
が

あ
り
、
そ
の
後
、
芹
川
副
会
長
か
ら

会
務
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
総

会
で
は
役
員
の
改
選
期
に
あ
た
り
、

新
会
長
に
橋
本
和
生
（
42
年
卒
）、

副
会
長
に
安
藤
一
子
さ
ん
（
39
年

卒
）、
山
田
一
太
さ
ん
（
43
年
卒
）、

遠
藤
泰
博
さ
ん
（
46
年
卒
）、
瀬
口

悦
雄
さ
ん
（
49
年
卒
、幹
事
長
兼
任
）

の
４
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
の
ご
来
賓
祝
辞
で
、
高
田

高
校
初
の
女
性
校
長
で
あ
る
岩
武
先

生
か
ら
生
徒
た
ち
へ
の
熱
い
思
い
が

語
ら
れ
、
そ
し
て
永
松
同
窓
会
長
か

ら
地
元
同
窓
会
の
状
況
、
永
松
市
長

か
ら
市
の
地
域
振
興
策
等
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
別
講
演
に
松
成
富
義
氏
（
現
真

玉
小
学
校
長
、
54
年
卒
）
を
お
招
き

し
、
同
氏
が
取
組
ま
れ
た
都
甲
地
区

小
・
中
一
貫
校
の
戴
星
学
園
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
進
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実

践
さ
れ
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ

て
い
る
取
組
で
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
持
寄
り
の
景
品
で

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
か
ら
田
染
の
荘
園
米
、
商
工
会

議
所
青
年
部
か
ら
ス
イ
カ
等
の
提

供
が
あ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
恒
例
の
盆
踊
り
で
は
会
場

い
っ
ぱ
い
に
踊
り
の
輪
が
広
が
り
、

懇
親
会
は
大
盛
況
で
し
た
。

　
最
後
に
今
年
度
の
当
番
年
次

（
34
年
、
44
年
、
54
年
卒
、
代
表
岡

崎
浩
司
さ
ん
）
か
ら
来
年
の
当
番

年
次
へ
の
引
継
式
が
行
わ
れ
、
45

年
卒
の
吉
良
雅
治
さ
ん
が
次
回
に

向
け
た
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
来
年
は
、
６
月
14
日
（
日
）
に

如
水
会
館
で
開
催
予
定
で
す
。Ｏ
Ｂ

の
皆
様
が
お
誘
い
あ
い
、
そ
し
て

若
い
世
代
の
皆
様
に
も
輪
を
広
げ

て
、
大
勢
の
方
が
参
加
さ
れ
る
こ

と
を
幹
事
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。

在
京
同
窓
会
会
長

（
19
期
生
）

橋
　
本
　
和
　
生

在
京
同
窓
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

★
支
部
だ
よ
り

在
京
同
窓
会

鮮魚委託販売・活魚・冷凍・塩干・海老卸売・蒲鉾製造卸売

取締役会長　桑 原　重 信 （昭和33年卒）
取締役社長　桑 原　　 猛 （昭和61年卒）

大分県豊後高田市高田２２４７番地１

TEL（0978）２４－３５００　FAX（0978）２4－３５０４

地方卸売市場

本社／大分県豊後高田市玉津466-1
TEL0978-24-1817  FAX0978-24-0590

Eメール dai2332@coral.ocn.ne.jp

電気・空調・菅・消防設備　設計・施工・監理

株式
会社大興電設
代表取締役 野 田 洋 二
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平
成
25
年
度
関
西
同
窓
会
懇
親
会

を
本
年
２
月
９
日
、
大
阪
駅
近
く
の

「
大
阪
弥
生
会
館
」
で
開
催
し
ま
し

た
。
来
賓
と
し
て
、岩
武
茂
代
校
長
、

中
尾
勉
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
小
畑
雄
嗣
同

窓
会
副
会
長
、
岩
野
文
昭
同
窓
会
事

務
局
長
、
永
松
博
文
市
長
に
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
賓
を
合
わ
せ

総
勢
70
余
名
の
参
加
で
開
会
し
ま
し

た
。

　
最
初
に
佐
伯
関
西
同
窓
会
長
の
挨

拶
が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
の
祝
辞
で

す
。
小
畑
副
会
長
、
岩
武
校
長
、
永

松
市
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
市
長
は
、
昨

年
夏
の
高
田
中
学
校
野
球
部
の
全
国

制
覇
に
つ
い
て
熱
く
語
ら
れ
ま
し

た
。

　
懇
親
会
は
和
や
か
な
楽
し
い
雰
囲

気
で
、
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
歓
談
、
来

賓
の
方
々
も
テ
ー
ブ
ル
を
ま
わ
り
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
高
田
の

方
言
も
と
び
か
い
、
ま
る
で
場
所
が

高
田
に
移
っ
た
か
の
よ
う
で
す
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
定
番
と
な
っ

て
い
る
昭
和
37
年
卒
近
藤
義
人
氏
の

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
同
窓
生
か
ら
感

嘆
の
声
が
上
が
り
ま
す
。
44
年
卒

有
志
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ー
ラ
ス
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
草
地
踊
り
、
校
歌

斉
唱
、
そ
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
景
品
と
し
て

市
長
か
ら
田
染
の
荘
園
米
の
提
供

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
関
西
同
窓
会
は
10
名
弱
の
世
話

人
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

懇
親
会
は
今
回
で
24
回
目
に
な
り

ま
す
。
年
に
４
回
の
世
話
人
会
を

開
き
、
企
画
と
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

昭
和
50
年
卒
以
降
の
同
窓
生
の
参

加
が
少
な
い
こ
と
で
す
。（
こ
の
３

年
で
６
名
、
６
名
、
４
名
の
参
加
）

若
手
同
窓
生
の
参
加
を
増
や
す
べ

く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
次
回
は
、
平
成
27
年
２
月
21
日

（
土
）、
ホ
テ
ル
「
ホ
ッ
プ
イ
ン
ア

ミ
ン
グ
（
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
直
結
）」
で

開
催
し
ま
す
。
高
田
か
ら
「
草
地

踊
り
保
存
会
」
の
皆
様
が
参
加
さ

れ
、
踊
り
を
披
露
い
た
だ
く
予
定

で
す
。
同
窓
の
皆
様
に
は
ふ
る
っ

て
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

関
西
同
窓
会
世
話
人

（
29
期
生
）

田
　
辺
　
英
　
彦

㈱日興製作所
地域社会のいしずえを築く

国土交通大臣認定
TFBM-130863

国住指第 1091-1号

大分県豊後高田市美和2473-6
TEL 0978(22)3300
FAX 0978(22)3471

E-mail nikko-s@isis.ocn.ne.jp

国土交通大臣認定工場

全構連Ｍグレード認定工場
中之島鉄工株式会社
本　　社　〒879-0605  豊後高田市御玉8番地2
　　　　　TEL（0978）㈹24-0222  FAX（0978）24-1618
払田工場　〒879-0602  豊後高田市払田字大道の上56番地3
　　　　　TEL（0978）24-3667  FAX（0978）24-3675

★
支
部
だ
よ
り

関
西
同
窓
会

方
言
が
と
び
か
う
関
西
同
窓
会
懇
親
会
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去
る
３
月
22
日
、本
校
男
子
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
が
、
県
内
公
立
高
校
で
初
の
砂
入
り
人

工
芝
コ
ー
ト
へ
全
面
改
装
さ
れ
ま
し
た
。

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
本
校
テ
ニ
ス
部

Ｏ
Ｂ
阿
部
秀
幸
様
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
厚
情

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
完
成
を
記
念
し
ま
し
て
、
大
分
県
立
別

府
鶴
見
丘
高
等
学
校
、
福
徳
学
院
高
等
学

校
を
お
迎
え
し
、
記
念
招
待
試
合
を
開
催

し
ま
し
た
。

阿部秀幸様のあいさつ目録を贈呈する阿部秀幸様

招待試合のようす

新
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
成
記
念

新
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
成
記
念

コ
ー
ト
開
き
式
・
記
念
招
待
試
合

コ
ー
ト
開
き
式
・
記
念
招
待
試
合

人材情報を求めています。
　市では 3 万人構想を掲げ、婚活、移住、宅地･住宅提供、教育、子育て施策等の定住対策事業

を積極的に取り組んでいます。その中で、地域の活力づくりにおいて様々な経験や能力を発揮い

ただけるような人材の発掘が強く望まれています。

　しかしながら、こういった人材の情報はなかなか収集が難しいのが実態です。

　そこで、同窓会員の皆様にお願いいたします。

　①地域において活力ある取り組みをしている方、新たな取り組みを考えている方

　②市外から転入された同級生などお知り合いの方で、経験や能力を地域づくりに発揮したいと

　　考えている方（特に県外から転入された方）

など、人材情報がありましたら、お手数ですが、下記までご連絡くださいますようお願いします。

　　　高田高校同窓会　市役所分会会長　佐 藤　之 則　　TEL0978-22-3100（内線 215）

市役所分会からのお願い

【お問い合わせ先】
豊後高田市農漁村女性集団連絡協議会
〒879-0606 大分県豊後高田市玉津４１８番地
玉津まちの駅 夢むすび内 ℡０９７８-２５-４７０５

世
界
農
業
遺
産
の
郷

世
界
農
業
遺
産
の
郷

迎
春
迎
春

手
づ
く
り

  

万
菜
お
せ
ち

手
づ
く
り

  

万
菜
お
せ
ち

真空パックで
個別包装。
真空パックで
個別包装。
写真は盛付け例です。真空パックでのお届けとなります。写真は盛付け例です。真空パックでのお届けとなります。

昔から地元で食べられ
てきたレシピをひとつ
ひとつおばちゃんたち
が手作りによって仕上
げました。

お届け時の荷姿です
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昭
和
33
年
に
県
立
高
田
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
人
た
ち
の
同
窓
会
が
、

８
月
８
日
現
高
田
高
校
同
窓
会
長
の

永
松
康
士
先
生
を
お
迎
え
し
、
市
内

の
「
中
之
島
旅
館
」
で
開
か
れ
た
。

　
記
念
撮
影
し
物
故
者
に
黙
祷
、
松

村
幸
典
さ
ん
の
名
司
会
で
世
話
人
を

代
表
し
て
桑
原
重
信
さ
ん
が
歓
迎
の

こ
と
ば
、
ご
来
賓
の
永
松
同
窓
会
長

よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
つ
づ

い
て
永
松
博
文
豊
後
高
田
市
長
の

音
頭
で
乾
杯
し
う
た
げ
へ
。
た
ち

ま
ち
56
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。

さ
わ
や
か
で
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
懐
か
し
い
青
春
の
思
い
で
、

75
年
間
過
ご
し
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ

の
人
生
を
語
り
合
い
旧
交
を
深
め

あ
っ
た
。

　
最
後
に
緒
形
孝
俊
さ
ん
の
音
頭

で
万
歳
三
唱
し
会
を
閉
じ
た
。

　
翌
日
は
、
市
の
観
光
ボ
ン
ネ
ッ

ト
バ
ス
で
昭
和
の
町
や
工
業
団
地

を
始
め
郷
土
の
史
跡
を
散
策
し
豊

か
な
自
然
を
満
喫
、
キ
ラ
リ
と
光

る
郷
土
の
発
展
に
感
動
し
な
が
ら

次
の
再
会
を
誓
い
散
会
し
た
。

　
特
に
今
回
感
じ
た
の
は
、
参
加

者
の
誰
も
が
身
も
心
も
元
気
で

若
々
し
く
は
つ
ら
つ
と
談
笑
し
て

い
た
姿
が
印
象
に
の
こ
っ
た
同
窓

会
で
あ
っ
た
。
あ
り
が
と
う
！

　

第
10
期
同
窓
会
の
皆
様
よ
り
、

高
田
高
同
窓
会
へ
同
窓
会
開
催
経

費
の
残
金
３
７
、８
２
８
円
を
寄

附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

㈲在永商店

LPガス・キッチン・バス・住設機器・灯油
市指定水道工事店
ア  リ ナ ガ

TEL0978-22-3232  FAX0978-22-4761

ENEOS  ㈲アリナガ石油
宇佐市沖須町1丁目8-2  TEL0978-38-0436

プラスチックリサイクル〈PETボトル持込受入れ〉

代表取締役  北 　英 一 郎

有限会社  九州清和
〒879-0606  豊後高田市玉津302番地2
TEL0978-22-2678  FAX0978-22-2679

e-mail：seiwa@po.d-b.ne.jp
産業廃棄物処分業許可番号 04420152320

豊後高田市小田原494番地1

★
各
地
区
同
窓
会
よ
り

第
10
期
卒
業
生

盛
り
上
が
っ
た
同
窓
会
！ 

あ
り
が
と
う

平
成
26
年
度
高
田
高
校
同
窓
会
総
会
開
催

　

去
る
６
月
７
日
に
、
平
成
26
年
度
高
田
高
校
同
窓
会
総
会
並
び
に
懇
親
会
が
ホ
テ

ル
清
照
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

永松康士会長のあいさつ

懇親会司会の
野田洋二副会長

永松博文市長の
来賓あいさつ

佐々木敏夫県議の
来賓あいさつ

岩武茂代校長の
あいさつ

桑原重信顧問の乾杯会場のみなさんが肩を組んで校歌斉唱

総会の様子

第 10 期同窓会のみなさん
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◆主な進学・就職先

◆過去３年間の進路状況

進　　路　　実　　績進　　路　　実　　績

国公立大学

九州大学、広島大学、熊本大学、長崎大学、大分大学、宮崎大学、鹿児島大学、琉球大学、高知大学、
愛媛大学、島根大学、高崎経済大学、大分県立看護科学大学、北九州市立大学、鳥取環境大学、
長崎県立大学、宮崎公立大学

卒　業　年
４年生大学 短期大学 専門学校所轄外

大学校
所轄外
短期大学校

就職
公務員

平成24年度

平成25年度

平成26年度

25

25

27

3

5

4

13

4

16

3

7

4

12

15

21

30

31

31

16

28

22

96

86

72

1

2

2

国公立 看護医療系 その他私　立 国公立 私　立

法政大学、成蹊大学、日本大学、同志社大学、立命館大学、京都外国語大学、関西外国語大学、
広島国際大学、松山大学、APU立命館アジア太平洋大学、別府大学、西南学院大学、福岡大学、
中村学園大学、熊本学園大学、大分県立農業大学校

大分県立芸術文化短大、大分県立工科短大、別府大学短大、別府溝部学園短大、中村学園短大、
西日本短大、東九州短大、大分中央看護、藤華医療技術、大分リハビリテーション、大分視能訓練士、
大分県士科技術、小倉リハビリテーション、緑生館、IVY総合技術工学院、KCS大分情報、大分経理、
麻生公務員、公務員ビジネス、トヨタ神戸自動車、大村美容、福岡南美容

ダイハツ九州、TRI大分AE、TRI大分九州、ムラテックメカトロニクス、北田金属工業所、湯川鉄工九州、
ホンダR＆D太陽、菅組、双葉産業、浅野歯車、宇佐神宮、ゴリラ大分、ケンセイ、富双シート、コロン、
よろず、鈴木養鶏場、リョウユウパン、アロー印刷

私立大学・所轄外大学校

短期大学・専門学校

就職・公務員

 〒872-1105  豊後高田市西真玉2281-1 TEL.0978-53-4027   FAX.0978-53-4889

有限会社 宗印刷所 
http://www.sohprint.co.jp/

代表取締役　宗　  勝  文

代表取締役  中 村 慎一郎

ショールーム11月22日（土）オープン国東半島からアート発信。

㈱中村建材店㈱中村建材店
TEL.0978-22-2307
〒879-0617 豊後高田市高田2145-1〒879-0617 豊後高田市高田2145-1
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１．部活動
　部活動：文化系10、体育系12
　入部率：全体80％：1年 79％、2年 81％、
　3年 82％（H.26.5月1日現在）
２．強化指定競技（団体・個人）
　公益財団法人大分県体育協会
　最重点強化指定競技A：カヌー部（男女）
　育成強化指定競技（団体・個人）：空手道
　部（男女）・水泳（男）
３．運動部部活動の結果
【県体前の試合結果】
◆陸上部
○第68回大分県陸上競技選手権大会
　（4月26日～ 4月27日）
　400m　表　博愛　３位→九州大会出場
　4×400ｍリレー　御幡・尾形・進藤・表
　3位→九州大会出場
◆空手道部
○空手道選手権大会別杵大会（4月27日）
　男子個人組手　塩﨑　蓮（優勝）
　男子団体組手　Ａチーム（優勝）
　女子団体組手　Ａチーム（優勝）
　女子個人組手　植田春菜（優勝）
【第62回大分県高等学校総合体育大会2014】
（5月17日～ 6月2日）
◆陸上部（男子）（5月24日～ 5月26日）
　400m　表　博愛　5位→北九州大会
　800m　尾形佳樹　4位→北九州大会
　やり投げ　進藤　涼　6位→北九州大会
◆陸上部（女子）
　4×400ｍリレー　板井・川浪・清末・
　清水　６位→北九州大会
◆柔道部
　個人戦（男子）
　60ｋｇ級　竹ノ内由揮　２位→九州大会
　個人戦（女子）
　78ｋｇ級　渡辺明穂　２位→九州大会
◆空手道部（男子）
　団体戦　２位→九州大会
　決　勝　高田高 ０－３ 柳ヶ浦高
　個人組手
　塩崎蓮・渡辺寛大　４回戦敗退→九州大会
◆空手道部（女子）
　個人組手
　倉成沙映・井本海琴　３位→九州大会
　植田春菜・廣瀬葉月　ベスト8→九州大会
◆カヌー部（男子）
　男子総合優勝（72点）
　Ｋ－１　優勝　松成佑斗→全国・九州大会
　　　　　２位　早田悠一郎→九州大会
　　　　　４位　小野瞬→九州大会
　Ｋ－２　優勝　松成佑斗・小野舜→全国・
　　　　　　　　九州大会
　Ｋ－４　優勝　松成・小野・早田・徳丸→
　　　　　　　　全国・九州大会
　Ｃ－１　４位　進藤恵太郎→九州大会
　Ｃ－２　３位　安松・進藤→九州大会
◆カヌー部（女子）
　女子総合優勝（58点）
　Ｋ－１　優勝　遠藤優　→全国・九州大会
　　　　　２位　桑原風香→九州大会
　　　　　３位　山田佳奈→九州大会
　　　　　４位　後藤真樹→九州大会
　Ｋ－２　優勝　遠藤優・桑原風香→全国・
　　　　　九州大会
　　　　　２位　後藤真樹・山田佳奈→九州
　　　　　　　　大会
　Ｋ－４　優勝　遠藤優・桑原風香・後藤真
　　　　　樹・山田佳奈→全国・九州大会

◆水泳（男子）
　400M自由形
　優勝  近藤樹  4分00秒56（大会新）→九州
　大会
　15000M自由形
　優勝  近藤樹  15分54秒09（大会新）→九州
　大会
【全国大会】
◆カヌー部（男子)　
○日本カヌースプリント選手権大会
　（８月19日～８月22日）（山梨県精進湖）
　Ｃ－４　200ｍ　優勝
　熊井友弥・安藤龍大・安松孝・進藤恵太郎
【新人戦】
◆陸上部男子（９月14日～ 14日）
○高校新人陸上大会
　800ｍ　尾形佳樹　2分02秒59　３位→九
　州大会
◆水泳
○大分県高等学校新人水泳競技会（８月21日）
　200m自由形　近藤樹　1分51秒87　1位
　（高校新）
　50mＭ背泳ぎ　近藤樹　27秒22　1位
　（大会新）
　400m自由形　近藤樹　3分57秒64　1位
　（大会新）
◆柔道部
　（10月27日～ 28日：大分県立総合体育館）
　個人戦（女子）
　78ｋｇ級　渡辺明穂　２位→　九州大会
◆カヌー部（男子)
○大分県高等学校新人大会（10月13日）
　（豊後高田市）
　男子　総合優勝
　Ｋ－１　松成佑斗　（優勝）
　Ｋ－２　小野・松成　（優勝）
　Ｃ－２　進藤・安松　（優勝）
◆カヌー部（女子）
○大分県高等学校新人大会（10月13日）
　（豊後高田市）
　女子　総合優勝
　Ｋ－１　遠藤　優　（優勝）
　Ｋ－２　遠藤・山田　（優勝）
◆空手道部（男子）（10月12日～13日：大分市）
　男子団体組手　準優勝　→　九州大会
　決勝　高田高　１－４　柳ヶ浦高
　男子個人組手　安藤大悟（ベスト８）→九
　州大会
◆空手道部（女子）（10月12日～13日：大分市）
　女子個人組手　倉成沙映（３位）→九州大
　会
【新人戦：九州大会、全国大会】
◆空手道部（男子）
○全九州高校空手道新人大会
　（11月15日～ 17日：宮崎市）
　団体戦組手（ベスト８）　
　準々決勝　高田高　２－３　前原高
◆水泳
○末広杯全九州高等学校水泳競技会
　（10月12日～ 10月13日：鹿児島県）
　200Ｍ自由形　近藤樹　1分51秒06　1位
　400Ｍ自由形　近藤樹　3分55秒21　1位
　200Ｍリレー　近藤樹　1分34秒47　1位
　（大会新）
【文化部】
◆吹奏楽部
○大分県吹奏楽コンクール
　（大分市：７月26日）　銀賞
◆美術部

○第１９回九州高文連佐賀大会
　優秀賞　大海夏美・松本千春
○高山辰雄ジュニア美術展
　入選　安部楓
○田能村竹田先生を偲ぶ美術祭
　大分県教育委員会教育長賞　大海夏美
　特選　岡本綾乃
　入選　後藤由衣奈・福田あい
○大分県美術中央展
　最優秀賞　後藤由衣奈・福田あい
◆書道部
○高野山競書大会
　高野山総長賞　牧紗耶奈
　毎日新聞社賞　佐藤美咲
　特選　安部朋恵・溝部結希・伊藤奈津美
　　　　田中桃花
○国際高校生選抜書展
　入選証　牧紗耶奈・安藤玲香
◆将棋
○第28回大分県高等学校将棋選手権大会
　（５月26日）
　女子個人戦準優勝　２年　河野里菜
◆放送部
○第61回NHK杯全国放送コンテスト大分県
　（6月15日）
　ラジオドキュメント部門奨励賞
　テレビドキュメント部門優秀賞
【表彰】（３年関係）
○公益財団法人大分県体育協会
　スポーツ優良生徒
　　カヌー部　熊井友弥
○公益財団法人大分県体育協会
　スポーツ優良団体
　　大分県立高田高等学校カヌー部
　　安藤龍大・熊井友弥・安松孝
　　進藤恵太郎
○公益財団法人大分県体育協会
　スポーツ優良生徒
　　カヌー部　熊井友弥・山﨑慶人
　　安藤龍大
○大分県高等学校体育連盟
　卒業生特別表彰
　　永松龍志・在永好伸・近藤まみ美
　　仲井一穂
○大分県高等学校野球連盟生徒表彰
　野球部　青山恵祥
○全国高等学校文化連盟生徒表彰
　吟詠剣詩舞　早田　栄幸
○大分県産業教育振興会長
　産業教育中央会長表彰
　　安藤光平・松木　亮
○学びの２１世紀塾学習サポーター表彰
　（感謝状と記念盾）
　学習サポーター
　　笠原綾太・佐藤優馬・園友里恵
　　大海夏美・長岡美和・牧紗耶奈
　　舛友里奈
【表彰】（在校生関係）
○大分県高等学校体育連盟
　スポーツ表彰（表彰状及び記念盾）
　　水泳　２年　近藤　樹
○学びの２１世紀塾学習サポーター表彰
　（感謝状と記念盾）
　学習サポーター
　　１年　都築　洋介
　　２年　榎本野乃香・吉武柚美・野柳晴華
　　　　　甲斐海彗・河野里菜・古野真紀
　　　　　米持佑美・安東美咲・東納菜乃子
　　　　　後藤真樹・植田春菜・馬渡麻里恵

【特別活動部】平成25年度部活動の主な結果【特別活動部】平成25年度部活動の主な結果
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平成26年度　同窓会予算書

◎収入の部

◎支出の部

繰 越 金

入 会 金

卒業生年会費

一 般 年 会 費

寄 付 金

雑 収 入

合 計 額

職 員 手 当

旅 費

参 加 費

慶 弔 費

印刷物発行費

会 議 費

通 信 費

資 料 整 備 費

消 耗 品 費

助 成 金

奨 学 金

予 備 費

合 計 額

437,037

480,000

152,000

2,300,000

100,000

963

3,470,000

437,037

483,000

151,000

1,942,550

233,437

5,083

3,252,107

711,665

414,000

158,000

2,000,000

100,000

3,335

3,387,000

274,628

△66,000

6,000

△300,000

0

2,372

△83,000

新入生138名×3,000

卒業生158名×1,000

120,000

300,000

80,000

100,000

1,100,000

150,000

130,000

50,000

20,000

200,000

360,000

860,000

3,470,000

120,000

301,990

64,000

124,000

575,900

266,042

153,355

0

54,000

253,630

360,000

267,475

2,540,442

120,000

300,000

80,000

200,000

600,000

300,000

160,000

0

20,000

370,000

360,000

877,000

3,387,000

0

0

0

100,000

△500,000

150,000

30,000

△50,000

0

170,000

0

10,000

△83,000

10,000/ 月×12ヶ月

在京、関西同窓会総会

在京、関西同窓会総会

各支部祝儀・盾・パネル他

総会、役員会

電話、OCN、はがき

学校案内・青鷹の夢

科　　目 前年度予算額 本年度予算額 前年度予算増減 備　　　　考前年度決算額

科　　目 前年度予算額 本年度予算額 前年度予算増減 備　　　　考前年度決算額

　
今
年
の
夏
は
、史
上
最
大
級
の
台
風
８
号

（
ノ
グ
リ
ー
）で
始
ま
っ
た
。気
象
庁
が
最
大
級

の
警
戒
を
呼
び
か
け
る
な
か
、宮
古
島
の
市

長
室
で
の
飲
食
が
物
議
を
醸
す
。そ
ん
な
中
、

大
分
県
は
空
振
り
で
も
い
い
と

10
日
、全
て

の
小
中
学
校
と
県
立
高
校
を
休
校
。し
か

し
、高
田
高
校
は
台
風
の
影
響
な
し
と
判

断
。唯
一
、午
後
か
ら
登
校
さ
せ
た
。こ
れ
は

ヒ
ッ
ト
に
値
す
る
。

　
さ
て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
５
年
間
を
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、様
々
な
出
来
事
、経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。高
田
高
校
創

立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
、在
京
・
関
西
同

窓
会
の
方
々
と
の

出
会
い
、そ
し
て
忘

れ
も
し
な
い
記

憶
・・・
痛
々
し
く

も
悲
し
い
出
来
事

「
３・
11
東
日
本
大

震
災
」か
ら
早
い

も
の
で
３
年
半
が

経
過
し
ま
し
た
。

今
、生
か
さ
れ
て
い

る
命
に
感
謝
し
、

今
後
は
、一
市
一
校

で
あ
る
高
田
高
校

の
発
展
を
願
い
ま

す
。

　
　
中
尾
　
勉

　
　（
第
27
期
生
）

大きな樹
宮町横丁居酒屋

〒879-0606  豊後高田市宮町863-4  大樹ビル1Ｆ
【ご予約は】 TEL.0978-24-3588 定休日/月曜日

同窓会報編集会議の様子（㈲宗印刷所にて）


